
※助成：一般社団法人地域創造

※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

アンケートにご協力ください！

本日はご来場いただき、まことにありがとうございます。
当公演では、全てのお客様に気持ちよく安心して神楽を鑑賞していただくため、
下記のルールを設けています。ご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。
（１）会場内での飲食は禁止とさせていただきます。
（２）上演中の立ち歩きや大声での私語など他のお客様のご迷惑になる行為はご遠慮下さい。
（３）お子様連れの方は、お子様が舞台の前に出られると、演出等で危険な場合がございます。　
（３）着席での鑑賞をお願いします。
（４）客席内すべてのお席で写真撮影可能です。下記ルールを守って撮影してください。
　　　※ビデオカメラなどを使用しての動画撮影、フラッシュの使用は禁止
　　　※三脚などを使用しての撮影禁止（マスコミ関係など主催者の許可を得ている場合を除く）
（５）会場内でのマスクの着用については、お客様の判断にお任せいたします。
　 　ただし、会話や声援の際は、マスクをご着用ください。
　　 ※その他の感染対策に関しては行政の指針に基づき実施しております。

どうぞ、最後までごゆっくりお楽しみ下さい。

ひろしま神楽定期公演では皆様のご意見、
ご感想を今後の参考にさせていただくため、
アンケートを実施しております。
QR コードをスキャンし、 アンケートへご回答
ください。 ご協力よろしくお願いいたします。

こちらから
ご回答ください

数々の武勲をたててきた源朝巨頼光（みなもとあそんらいこう）は、病にかかり床に臥して

（ふして）いました。頼光は典薬頭（てんやくのかみ）の元へ薬を取りに侍女（じじょ）の胡蝶

（こちょう）を遣わしますが、その道中胡蝶は土蜘蛛の精魂（せいこん）に襲われ命を落と

します。土蜘蛛の精魂は胡蝶へと化け込み、頼光に近づいて毒薬を良薬と偽って飲ま

せますが、寸前のところで頼光に正体を見破られ、伝家（でんか）の宝刀「膝丸（ひざまる）」

で返り討ちに遭い、土蜘の精魂は葛城山へと逃げ帰ります。頼光の異変に気づいた四

天王の卜部六郎末武（うらべろくろうすえたけ）、坂田童子金時（さかたのどうじきんとき）が

駆けつけると、頼光は二人に事の次第を話し、宝刀「膝丸（ひざまる）」の名を「蜘蛛切丸

（くもきりまる）」へと改めて四天王に託し、土蜘蛛征伐を命じます。四天王の両名は血の跡

を辿り（たどり）葛城山（かつらぎざん）へと向かい、土蜘蛛の妖術（ようじゅつ）を斬りさばき

土蜘蛛の精魂を討ち取るという物語です。

その昔、葛城山には、大和朝廷に従わずに独立を保つ集団がありましたが、朝廷側の

人々は、それらを逆賊（ぎゃくぞく）とみなし、彼らを「土蜘蛛一族」と呼んで蔑み（さげす

み）、やがて討伐の対象として滅ぼしていきました。土蜘蛛の精魂とは、朝廷に滅ぼされ

た人達の怨み（うらみ）の魂（たましい）が鬼の姿へとなり変わったものだと考えています。

当団では、これを「葛城山」という演目名で舞っていましたが、数年前に台本、構成を見直

し、演目名を「土蜘蛛」へと変更しました。この演目は「命の儚さ（はかなさ）」をテーマとし、

武勇に秀でた（ひいでた）者でも病によって命は儚く（はかなく）なり、また、どんなに妖術に

磨きをかけても滅びの時は必ず来るのです。命の輝きと、命の終わりを表現した口上にも

注目してお楽しみください。

 『土蜘蛛』　　　　つちぐも

—

—

—

—

—

—

—

—

—

横 畑

下 杉

三 上

下 杉

岡 田

滝 口

舛 見

吉 田

宮 本

晴 一

昌 樹

知 華

陽 介

隆 秀

裕 訓

龍 太

裕 大

繁 樹

大 太 鼓

小 太 鼓

手 拍 子

　 笛 　

源 朝 臣 頼 光

卜部六郎末武

坂田童子金時

胡 蝶

土蜘蛛の精魂

溝口神楽団 ～北広島町～
み ぞぐ ち か ぐ ら だ ん

溝口神楽団の歴史を紐解けば明治中期まで遡ります。当時矢上系六調子の舞を習得し溝ロ地区を拠点とし活
動しておりました。昭和40年代には矢上系八調子も習得し、現在では六調子、八調子共に継承致しております。
また当団では神楽を通した地城活性化を行う中で新たな演目の保持、創作への取り組み、先人より伝わる舞
の継承に力を入れております。
全てのお客様、関係者の皆様に感謝しながら満ロらしい舞”をご覧いただけるよう日々 精進してまいります。

8月9日のタイムスケジュール
出演：溝口神楽団（北広島町）

18:00　開場
19:00　団長挨拶
19:05　溝口神楽団　『土蜘蛛』
19：45　記念撮影会
20：00　終演(予定)

※記載の時間は目安です。多少前後する場合が
　 ございますので、あらかじめご了承ください。


